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序文 
 

 

 

親愛なる同僚の皆様へ 

 
 

欧州 7か国の 12のブランド、およそ 64万人の従業員、120の生産拠点、150カ国

以上の顧客、フォルクスワーゲングループは非常に多様です。 

私たちの起源、仕事、責任の違いとは無関係に、私たちは同じ価値観と責任を分

かち合います。 それはビジネスパートナーとして、職場において、そして社会の

一員としてです。 

 

 

行動規範は、フォルクスワーゲングループのコンプライアンスとインテグリティ

(高潔性)のガイドです。 

これはグループ全体の歴史の中で初めて適用される共通のルールを確立していま

す。 

完結に言えば、行動規範は私たちのグループの憲法です。 

 

 

また、当社の新たな企業文化と包括的なプログラム「Together4Integrity」の基礎

となるものです。 

 

 

したがって、内容を慎重に読んでいただきたいと思います。  

私たちのグループを、車とサービスの質だけでなく、文化や誠実さについても、

世界クラスの企業にするために一緒にがんばりましょう！ 

 

 

 

Hiltrud D. Werner 

Member of the Board of Management of Volkswagen AG for Integrity and Legal Affairs 
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コンプライアンスに

対する私たちの責任 
 

 

 

当社が成功するための決め手の 1 つに、取締役

から管理職、それぞれの一般職に至るすべての

従業員が、誠実かつインテグリティ(高潔性)を

持って、倫理にかなった態度で行動しなければ

ならないということがあります。これは、当社

の社内外への報告や情報が正しく、包括的に、

そしてタイムリーに提供されるということも

意味します。 

私たちの共通目標は、会社への責任を果たすこ

と、および当社グループのブランドへの高い評

価を守ることです。持続可能性に貢献するため

に、私たちは、私たちの行動が及ぼす経済的、

社会的、環境的影響への責任を認識する必要が

あります。このような行動とは、私たちが、い

ついかなる場所においても、会社で施行されて

いるルールを尊重し順守するということを意

味します。取締役および管理職はこの意味で、

以下のような特別な責任を負っています。すな

わち、他人に対して模範になるとともに、社内

での違反行為を防止すること、従業員を保護す

ること、社内および社外でインテグリティ(高

潔性)を持った行動を取ることが求められます。 

この行動規範は、リスクや対立の可能性がある

分野が強調され、会社にとっての重要性が解説

されているとともに、事例を使って説明されて

いるため、わかりやすい構成になっています。 

また、この行動規範に含まれる内容は、以下の

3 つの主要セクションに分かれています。 

→ 社会の一員としての私たちの責任 

→ ビジネスパートナーとしての私たちの責任 

→ 職場における私たちの責任 

この行動規範は、私たちの日常業務を規定する

ガイドラインとして位置づけられます。さらに、

社内ガイドラインや雇用契約の規定で補完さ

れます。また、言うまでもなく、私たちは国内

および国際的な法規条項を順守しなければな

りません。これには、詐欺、横領、恐喝、窃盗、

着服、あるいは、故意にお客様または第三者の

資産に損害を与える行為に私たちが一切関与

しないということも意味します。 

行動規範に従わない場合、当社のみならず、私

たち従業員自身、私たちのビジネスパートナー、

その他の利害関係者に重大な損害を及ぼす恐

れがあります。行動規範はこのため、一般職、

管理職、取締役などの役割にかかわらず、私た

ちすべてに適用されます。行動規範への違反は

決して許されません。行動規範に違反する者は、

違反の程度により、労働法に基づく措置から民

事上の損害賠償請求、または刑事罰に問われる

場合があります。 

 

このような事態を招かないためには、私たち一

人ひとりが行動規範の内容をよく理解した上

で、私たち自身の振る舞いに行動規範を取り込

み、行動規範を念頭に意思決定を行えるかどう

かにかかっています。疑わしい場合は、適切な

アドバイスを求める必要があります。 

 



 

4 
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社会の一員 

としての 

私たちの責任 
 

 

 

私たちの社会的責任とは、もちろん、法律を

順守することです。私たちは、業務上のすべ

ての意思決定を行う際、事業のよりどころと

なる法律を順守する義務を負っています。 
 

 

 

 

 

フォルクスワーゲングループのすべての従業員は、自らの社会的責任、

具体的には、人々や環境の健全性に配慮し、当社が持続的な発展に貢

献することを確保しなければなりません。 

 
 

社会の一員として、フォルクスワーゲングループの責任を果たすため

に必要な会社の原則を以下にご紹介します。 
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社会の一員としての私たちの責任  
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社会の一員としての私たちの責任 
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人権 
 

 

背景 

国連で採択された「世界人権宣言」、な

らびに「人権と基本的自由の保護に関

する欧州条約」には、国際社会で人権

を順守し尊重するために必要とされる

ことおよび期待されることが述べられ

ています。 

 

会社の原則 

当社は、基本的かつ一般的な要件とし

て、人権および子どもの権利（以下、「人

権」と呼びます）を保護するために施

行されているすべての規則を全世界で

尊重、保護、推進します。当社はまた、

児童労働や強制労働の利用、ならびに

あらゆる形態の現代の奴隷制や人身売

買をすべて拒絶します。この原則は当

然、社内における協力のみならず、ビ

ジネスパートナー自体の行動およびビ

ジネスパートナーへの働きかけにも適

用されます。 

私たちにできること 

私は従業員として、人権の尊重に貢献

することができます。私は、人権を基

本的なガイドラインだと思っており、

自分の周りで起きる人権侵害に警戒し

ています。 

 

仕事関係で人権侵害の懸念がある場合、

私はそれを防止するか、止めさせます。

また、必要に応じて、上司に報告する

か、第 6 章に記載されている連絡先に

連絡します。 

 

 

 

事例 

あなたは、ある物品の購入を担当
していると仮定します。そこで、

取り引きしているサプライヤーが、製
造工程で児童を働かせている、あるい
は非人道的な条件（例：健康上のリス
クが高い環境）で従業員を働かせてい
るという情報を得たとします。 

 

このような場合、必要な措置を講じ、
上司ならびにサプライヤーとの関係の
持続可能性を担当する部署に連絡しな
ければなりません。当社はこのビジネ
スパートナーとの取り引きについてよ
り詳細に調査し、必要に応じて契約を
打ち切ります。 

 



社会の一員としての私たちの責任 
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機会均等と待遇の均等 
 

 

背景 

機会均等と待遇の均等は、公平で、偏

見のない、オープンな取り組みの重要

な基盤です。フォルクスワーゲング

ループは、協調、多様性、寛容の精神

に基づく相互を尊重した協力を奨励し

ます。このようにして当社は、最大限

の生産性、競争力、革新的能力、創造

力、効率性を獲得できているのです。 

 

会社の原則 

当社はすべての人に均等な機会を提供

します。 

 

当社は、民族、国籍、性別、宗教、信

念、年齢、障害、性的指向、肌の色、

政治観、社会的背景、その他の法律で

保護されている特徴に基づいて差別し

たり、差別を許容したりしません。当

社は会社のために、多様性を受け入れ

るとともに積極的に奨励し、各従業員

の個性をはぐくむ環境を作ります。 

 

当社の従業員は、原則として、各々の

資格およびスキルに基づいて選抜され、

雇用されるとともに、支援を受けます。 

  

私たちにできること 

私は機会均等と待遇の均等の原則を順

守するとともに、私の周りの人々にも

同じようにすることを勧めています。 

 

機会均等と待遇の均等の原則への違反

（不利益、ハラスメント、モラルハラ

スメント）を発見した場合、私は関係

者に誤りを指摘します。私がその状態

に直接影響を及ぼせる立場にない場合、

関連する人事部門または第 6 章に記載

されている連絡先に連絡します。 

 

 

 

事例 

あなたは、友人関係にある同僚か
ら、その同僚の部門への志願者が、

募集した仕事に最適な候補者だったに
もかかわらず、肌の色のせいで入社を
拒否されたことを知りました。 

 

この場合、適切な措置が取れるように、
関連する人事部門に報告し、状況を明
らかにすることに協力してください。 

 



社会の一員としての私たちの責任 
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社会の一員としての私たちの責任 
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社会の一員としての私たちの責任 
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製品の適合性 

および安全性 
 

 

背景 

当社の製品やサービスを日常的に利用

する人の数は数え切れません。フォル

クスワーゲングループは、お客様やあ

らゆる第三者の健康、安全性、環境、

資産に対する、製品やサービスの取り

扱いや使用に起因するあらゆるリスク、

悪影響、危険性を可能な限り防止する

責任を負っています。 

 

会社の原則 

そのため、当社製品に適用される法規

制、社内標準を順守することは、当社

の法的な義務のみならず、使命でもあ

ります。当社の製品は最先端でありな

がらも、法的要件に基づいて開発され

ています。この法的要件への適合性は、

工程面および構造面の隅々で、さらに、

実使用条件での監視を通じて、継続的

かつ体系的にモニターされます。これ

について妥協することはありません。

また、何らかの不具合が生じた場合、

適切な措置が適時に講じられることを

保証します。 

  

私たちにできること 

当社の製品が脅威となることまたは規

則が順守されていないことに気付いた

場合または懸念される場合、私は適切

に対応します。すなわち、私は、その

ことを上司およびユニットの製品安全

担当者など社内の関係連絡先に報告し

ます。 

 

 

 

事例 

あるお客様が、車の技術的な問題
をあなたに報告しています。あな
たは、その問題が製品操作時のお

客様のミスによるものなのかどうかが
わかりません。また、製造時または組
み立て時の欠陥である可能性を明確に
排除することもできません。 

 

このような場合、問題を明確化しなけ
ればなりません。当社に責任のある問
題を確実に解決することは、私たちに
とって不可欠です。また、たとえお客
様の製品操作時のミスである場合でも、
会社が対応しなければならないことも
あります（例：操作マニュアルやユー
ザートレーニングの見直しなど）。 

 



社会の一員としての私たちの責任 
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環境保護 
 

 

背景 

フォルクスワーゲングループは、自動

車を開発、生産、販売し、サービスと

モビリティソリューションを世界中に

提供しています。当社の使命は、持続

可能な唯一無二のモビリティのグロー

バルプロバイダーになることです。こ

のミッションを追求するにあたり、当

社は環境に対する特別な責任に注意を

払っています。 

 

会社の原則 

当社は、営利企業として、当社の製品、

事業拠点、サービスの環境適合性およ

び持続可能性に関して責任を負ってい

ます。当社は、環境にやさしく、先進

的かつ効率的な技術に重点的に取り組

み、当社製品のライフサイクル全体に

適用しています。当社では、開発およ

び生産の初期段階から、環境への影響

を注意深く着実に削減するために天然

資源を確実に管理し、環境保護法規制

を順守しています。 

 

さらに当社は、製品や製造工程の環境

適合性を絶えず見直し、必要に応じて

最適化しています。 

 

当社は、責任ある社会の一員であると

ともに、政策推進のパートナー的存在

です。当社は、将来のモビリティコン

セプトや環境的に持続可能な開発の実

現について、これらの関係者との対話

を進めています。 

  

私たちにできること 

私は、環境保護を念頭に業務を行い、

資源やエネルギーを経済的かつ効率的

に使用しています。私はまた、自分の

活動が環境に及ぼす影響が最小になり、

適用される環境保護法規制に準拠する

よう注意しています。 

 

 

 

事例 

あなたは、タンクに漏れがあり、
かなりの量の化学物質が地中に

漏出していることに気付きました。 

 

このような場合、直ちに担当従業員の
誰かに知らせ、問題に注意を向けさせ
てください。漏出の報告を人任せにし
ないようにしてください。 

 

 



社会の一員としての私たちの責任 
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社会の一員としての私たちの責任 

14 

 

 



社会の一員としての私たちの責任 
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寄付、資金援助、 

義援金 
 

 

背景 

フォルクスワーゲングループは、当社

の評判および社会認識にプラスの効果

をもたらすために、寄付（見返りの報

酬を期待しない自主的な貢献）、および

資金援助（契約で合意した報酬に基づ

く貢献）を行います。利害の対立を避

け、社内の標準行動を確保するため、

寄付や資金援助は、関連する法的枠組

みにのっとるとともに、フォルクス

ワーゲングループ内のブランドおよび

企業に適用される社内ルールに基づい

ている場合にのみ許容されます。 

 

会社の原則 

当社は、科学研究、教育、慈善運動、

スポーツ、文化、教会および協会施設

を支援するために、金銭や物品による

寄付を行います。当社はまた、広く認

められた非営利団体または特別な法令

で寄付の受け取りが認められている組

織に対してのみ寄付を行います。 

 

寄付および資金援助は、透明な承認プ

ロセスに従っている場合にのみ許容さ

れます。 

  

私たちにできること 

支援する価値がある特定の資金援助を

私が検討している場合、私はまず、社

内の適切な部門（例：広報、渉外、マー

ケティングなど）に相談します。 

 

寄付の授与に関する内容は透明性が確

保されなければなりません。寄付の目

的、受取者、受取者からの領収証など

は書面で残し、検証可能であることが

必要です。私は、社内プロセスに準拠

するとともに、会社の評判を傷つける

ような寄付は行いません。 

 

 

 

事例 

ある地元の政治家が、フォルクス
ワーゲン社内で地位を得ている

あなたに、選挙運動のために会社から
の現金による寄付を依頼しています。 

 

このような場合、依頼を断ってくださ
い。寄付は、必要な承認プロセスを経
た後でなければ行えません。なお、こ
の事例の場合、政党、政党関連機関、
政治家への寄付は社内ガイドラインで
禁止されているため、寄付を承認する
ことはできません。 

 



社会の一員としての私たちの責任 
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情報提供と 

マーケティング 
 

 

背景 

フォルクスワーゲングループは、従業

員、ビジネスパートナー、株主、投資

家、メディア、その他のステークホル

ダー(利害関係者)に対して、誠実かつ合

法的な手段で、わかりやすくオープン

に情報提供することが重要であると確

信しています。当社のすべての従業員

は、統合され一貫性のあるグループの

イメージを示すために、社内コミュニ

ケーションルールを順守する責任を

負っています。また、当社のすべての

従業員は、かかわりを持った社員の成

果を認めるとともに、その専門性や個

人的な評判を尊重します。 

 

会社の原則 

当社は、お客様、投資家、その他のス

テークホルダー(利害関係者)の信頼を

維持するため、当社の情報提供の明確

性および一貫性を保証します。計画さ

れた情報提供やマーケティングの方策

を約束したり実施したりする前に、ま

ず、関連部門と調整しなければなりま

せん。 

  

私たちにできること 

私は、自分から会社の公式声明を発表

することはなく、依頼があった場合に

は必ず広報部門に確認します。公共イ

ベント、商業イベント、文化イベント

またはインターネットでコメントする

場合、私は、個人的な意見を述べてい

ることを明確にしています。また、SNS

の適切な利用方法については、会社の

ソーシャルメディアガイドラインを確

認しています。 

 

 

 

事例 

あなたは、インターネットのコメ
ントで誰かがアジアでの生産方

法について批判しているのを読みまし
た。しかし、それは全く事実無根の内
容でした。 

 

このような場合、虚偽のコメントを直
ちに訂正したいと思うかもしれません
が、まず関連部門に連絡してください。
なぜなら、この部門は、このような批
判に適切かつ包括的に対応する役割を
持っているためです。 
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政治ロビー活動 
 

 

背景 

政治および立法行為は、ビジネスプロ

セスの経済的枠組みに影響を及ぼしま

す。フォルクスワーゲングループの商

業取引への参画は、社会に影響力を持

つことも意味します。そして、政治ロ

ビー活動を通じた法律の企画など、意

思決定プロセスにおいて具体的に利益

を促進することもあります。 

 

会社の原則 

当社は、一元的に、かつ公開、説明責

任、責任の原則に沿って政治ロビー活

動を行います。言うまでもなく、当社

と政党や利益団体とのやり取りは、中

立の原則に基づきます。政策立案者や

政府に不正に影響を及ぼすことは禁止

されています。 

  

私たちにできること 

私は、認められている場合を除き、会

社に代わって政治的決定への介入を試

みることはありません。それが認めら

れている場合でも、自分の職務を履行

するにあたり、関連する社内ガイドラ

インを順守します。 

 

 

 

事例 

あなたの知り合いに、国会議員が
います。あなたは、フォルクス

ワーゲングループにとって重要な法案
が現在国会で審議されていることを知
りました。そこで、あなたの知り合い
の議員に連絡し、その法案に関係する
グループの利害を説明しようと考えて
います。 

 

このような場合、その問題についてあ
なたの知り合いに働きかけを行っては
なりません。当社の政治ロビー活動は、
専門の部門で一元的に調整され、公開
かつ透明性を確保して実施されます。
このようなロビー活動に関する適切な
窓口は、渉外部門です。 
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4 

ビジネスパート

ナーとしての私

たちの責任 
 

 

 

インテグリティ(高潔性)、透明性、公正性は、

事業で信用および信頼を獲得するために必

要な鍵です。 
 

 

 

 

このためフォルクスワーゲングループは、法的枠組み、グループ内ガ

イドライン、企業価値を体系的に設定し、わかりやすく周知すること

を重視しています。これには、当社の製品およびサービスを、正規販

売パートナーを通じてのみ提供することも含まれます。 

 
 

ビジネスパートナーとしてのフォルクスワーゲングループの責任を果

たすために必要な会社の原則を、以下にご紹介します。 
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利益相反 
 

 

背景 

ある従業員の個人的な利益がフォルク

スワーゲングループの利益と衝突して

いる、あるいは衝突する可能性がある

場合、利益相反が発生する可能性があ

ります。このような利益相反は、特に

副業の結果として発生することがあり

ます。従業員が、自らの個人的な利益

を会社の利益より優先した場合、会社

に損害を与える可能性があります。 

 

会社の原則 

当社は、従業員の個人的な利益および

私生活を尊重します。しかしながら、

個人の利益とビジネスの利益が相反す

る状況や、見かけ上の利益相反を避け

ることも重要です。当社のすべての決

定は、客観的な基準に基づいてのみ行

われなければならず、個人的な利益や

関係で左右されることがあってはなり

ません。 

  

私たちにできること 

私は、見かけ上の利益相反を避けると

ともに、明白なまたは実際の利益相反

がある場合には、自分の上司および人

事部門に報告します。私たちは協力し

て、会社の利益を害することがない解

決策を探します。 

 

 

 

事例 

あなたの上司が、複数のプラス
チック部品のサプライヤーから

の入札書類を確認するよう、あなたに
依頼しています。あなたは、最も好条
件の入札が、あなたの親友の会社のも
のであることを知りました。 

 

このような場合、見かけ上の利益相反
を避けるために、上司に状況を説明し、
意思決定プロセスを辞退しなければな
りません。 
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贈り物、接待、

招待 
 

 

背景 

贈り物、接待、招待などの利益の提供

は、ビジネス関係でよく見られます。

このような利益提供は、合理的な範囲

内で、社内ルールや法規制に違反しな

い限り、問題ではありません。しかし

ながら、そのような利益が合理的な範

囲を超えたり、第三者に影響を及ぼす

ために悪用されたりした場合、関係者

が訴追されることがあります。 

 

会社の原則 

贈り物、接待、招待の取り扱いに関す

る当社の社内ガイドラインには、どの

ような利益が適切かということや、利

益を授受する場合に必要なステップが

記載されています。 

  

私たちにできること 

私は、贈り物、接待、招待の取り扱い

に関するガイドラインを理解し、厳守

します。この件について、利益相反が

起きていないか、または発生する恐れ

がないかを確認するために、自分の行

動をチェックしています。 

 

 

 

事例 

フォルクスワーゲングループの
サプライヤーの従業員が、あなた

に高価な誕生日プレゼントを贈ろうと
しています。 

 

たとえあなたが、この贈り物を受け取
ることにより、ビジネス関係に影響を
あたえることはないと考えていたとし
ても、贈り物の価値は、贈り物につい
ての社内ガイドラインに定める価値を
超えてはなりません。なお、疑わしい
場合は、贈り物を受け取ってはいけま
せん。贈り物を断ることで相手に誤解
を与えることが懸念される場合、上司
に相談して対応方法を決めてください。
疑わしい場合は、社内の適切な部門に
贈り物を引き渡してください。贈り物
を引き渡したことは、個人保護のため
に記録されます。 
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汚職の禁止 
 

 

背景 

汚職は、商業取引において深刻な問題

です。汚職により、不適切な根拠に基

づく決定がなされ、発展やイノベー

ションを阻害されるとともに、競争が

ゆがめられ、社会的損害がもたらされ

ます。汚職は禁止されています。これ

に従わないと、フォルクスワーゲング

ループに罰金が科せられたり、関係す

る従業員が刑法により処罰されたりす

る可能性があります。 

 

会社の原則 

当社の製品やサービスの品質は、当社

の成功にとって重要な要素です。その

ため、当社は汚職を許しません。当社

は、許容される法的枠組みの範囲内で、

かつ既存のルールにのっとることに

よってのみ、ビジネスパートナー、お

客様、その他の社外の第三者に利益を

提供します。 

  

私たちにできること 

私は、直接的または間接的に他者にわ

いろを渡したり、他者からわいろを受

け取ったりすることはありません。ま

た私は、贈り物、招待、接待を受けた

り提供したりするにあたり、社内ルー

ルを確認する責任を負っています。 

 

さらに、汚職にかかわる内部情報を得

た場合、第 6 章に記載されている連絡

先に、直ちに連絡します。 

 

 

 

事例 

あなたは、フォルクスワーゲング
ループの会社で販売を担当してお

り、今年の売り上げ目標をクリアした
いと考えています。あなたは、ある潜
在顧客からの入札案内に基づく大規模
な契約向けに、入札資料を準備してい
ます。お客様側の関連意思決定者が、
契約の落札者を決定するにあたり、適
切な対価の見返りにあなたの会社に有
利となるように影響を及ぼすことを申
し出ています。 

 

これは、汚職行為です。このような場
合、上司および適切なコンプライアン
スオフィサーに直ちに報告してくださ
い。 
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公務員および 

公職者との取り引き 
 

 

背景 

公務員や公職者、政府、官庁、その他

の公的機関との取り引きでは、しばし

ば特別な法的規則が適用されます。こ

れに違反した場合、重大な結果がもた

らされるばかりか、フォルクスワーゲ

ングループが公的契約の発注先から永

久に除外される可能性もあります。 

 

会社の原則 

公務員や公職者向けの当社窓口は、す

べての法律および規則、ならびに利益

相反および汚職の回避に関する関係社

内ルールを厳守します。当社は、決し

て便宜を図ってもらうために、金銭を

支払うことはしません。このような支

払いとは、所定の管理業務を早く進め

てもらうために公務員に支払う金銭の

ことを指します。 

  

私たちにできること 

私は、公的契約に特に厳しいルールが

適用されることを認識しており、この

ようなルールをよく理解しています。 

 

 

 

事例 

あなたは、ある官庁で大規模な契
約の入札が計画されていることを

知りました。あなたは、以前のプロジェ
クトで知り合いになったその官庁の入
札担当職員に、フォルクスワーゲング
ループが落札できるように入札案内を
作成するよう依頼することを検討して
います。 

 

どのような状況であっても、このよう
な行動を取ってはいけません。このよ
うな影響力を行使することは違法です。 
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マネーロンダリングおよび

テロ資金供与の禁止 
 

 

背景 

マネーロンダリングやテロ資金供与を

禁止する法律は、世界中のほぼすべて

の国で施行されています。マネーロン

ダリングとは、犯罪行為に直接的また

は間接的に由来する資金やその他の資

産を合法的な経済の循環に投入し、合

法的なものに見せかけることを指しま

す。テロ資金供与とは、金銭またはそ

の他の資源を、テロ行為を実行するた

め、またはテロリスト組織を支援する

ために利用可能な状態にすることを指

します。マネーロンダリングの責任は、

関係者が当該の合法取引や送金がマ

ネーロンダリングの一環であることを

認識していることを必要としません。

不注意でマネーロンダリングに加担し

てしまったとしても、すべての関係者

に重大な罰則が科される場合がありま

す。 

会社の原則 

当社は、当社が取り引きを望むお客様、

ビジネスパートナー、その他の第三者

の身元を慎重に確認します。法規定に

従って事業を行い、合法な仕入れ先か

らの資源を使用する信用のあるパート

ナーとのみ取り引きを行うことが、当

社が掲げる目標です。 

 

当社は、受け取った支払いを遅滞なく

対応するサービスに割り当て、適切に

帳簿に記入します。さらに、透明かつ

オープンなキャッシュフローを確保し

ます。 
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私たちにできること 

私は、国内外のマネーロンダリング規

制に違反するようないかなる行動も取

りません。私は、お客様、ビジネスパー

トナー、その他の第三者側の疑わしい

行動に警戒し、調査を行います。また、

疑いを示す十分な理由がある場合、マ

ネーロンダリングオフィサーまたは第

6 章に記載されている連絡先に直ちに

連絡します。 

 

私は、会計システム上の自分の責任範

囲内で、取引および契約の記録、帳簿

への記入を規定するすべての適用条項

に従います。 

  

事例 

あるアジア在住のフォルクス
ワーゲングループのお客様が、過

度に支払いをし、その後、超過額をス
イスにある口座に払い戻すか、元の口
座に銀行振り込みではなく現金で払い
戻すよう依頼しています。 

 

このような場合、簡単に依頼に応じて
はいけません。このような依頼には、
説明が必要です。なぜ超過額を元の方
法で払い戻してはいけないのかをお客
様にたずねてください。さらに、第 6

章に記載されている連絡先に助言を求
めてください。 
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会計および

財務報告 
 

 

背景 

フォルクスワーゲングループは、適切

な会計処理および正しい財務報告を通

じてのみ、一般市民、株主、契約相手

からの信頼を構築し、維持することが

できます。いかなる不正でも、会社や

担当者に重大な結果をもたらす可能性

があります。 

 

会社の原則 

当社は、適切な会計および財務報告に

関する法規を厳守します。透明性およ

び正確性が当社の最優先事項です。こ

の目的のため、当社はすべての資本市

場関係者向けに、当社の財務状態およ

び経営成績について、定期的に情報提

供を行っています。さらに当社は、国

内外の会計基準に基づき、定期財務報

告書を期限通りに発行します。 

  

私たちにできること 

私は、すべての事業財務データが会計

システムに正確かつ迅速に入力される

ようプロセスを整備します。また、デー

タの正しい記録について質問がある場

合には、上司または適切な財務部門に

連絡します。 

 

 

 

事例 

あなたは、新しい機器を緊急で必
要としています。しかし、あなた

の部門は今年度予算をすでに使い果た
しています。それにもかかわらず、あ
なたは、機器をすぐに調達し、費用は
予算が補充される来年度の帳簿に記入
することを検討しています。 

 

このような行動は取らないで下さい。
帳簿への記入は常に正確でなければな
りません。不正確な帳簿への記入は、
会社または従業員個人に重大な結果を
もたらす可能性があります。 
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税および 

関税 
 

 

背景 

当社がグローバルにビジネスを展開し、新

規市場を開発するということは、外国貿易、

税、関税に関係する数多くの異なる規則に

準拠しなければならないということを意

味します。 

税および関税に関する規則を順守するこ

とで、お客様、財務当局、一般大衆からの

信頼を構築することができます。いかなる

不正でも、フォルクスワーゲングループに

重大な財務的損害を及ぼす可能性がある

とともに、グループの評判への重大な影響

や、担当従業員への悪影響がもたらされる

可能性があります。 

 

会社の原則 

当社は、税および関税に関する当社の義務

を果たすという社会的責任を認識してお

り、国内外法規へのコンプライアンスを明

確に支持します。 

 

私たちにできること 

私は、各グループ会社が納付すべき税金お

よび関税が正しく、迅速かつ完全に計算さ

れるとともに、報告書に開示され、適切な

財政当局に納付されることを確保する、内

部構造およびプロセスを設計します。 

 

私の責任の範囲内で、税および関税に関す

る規則への違反を示す情報を得た場合、私

は、そのような違反を防止または改善する

ために、あらゆる措置を講じます。それが

不可能な場合、税および関税部門の適切な

窓口に連絡します。 

  

事例 

あなたは、一般間接費（保守費）
や生産コストなどの特定の企業

取引を法定の財務諸表に入力する業務
を担当しています。あるプロジェクト
が会計年度の初期段階で、一定のコン
トローリング・パラメータをいくつか
超過しています。そのため、あなたは、
取り引きが間違いなく投資に関連して
おり、資産化される生産コストとして
取り扱われるべき入力を、保守費とし
て計上するよう指示されました。 

 

法的要件に沿って帳簿に記入してくだ
さい。すべての企業取引は、商法およ
び税規則に従って正確に報告されなけ
ればなりません。なぜなら、このよう
な会計記録が課税申告の基盤になるか
らです。会計上の誤謬は、間違った課
税申告の原因となり、会社および担当
従業員にとって、税および関税関連法
上、重大な結果に至る可能性がありま
す。 
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公正かつ 

自由な競争 
 

 

背景 

公正かつ自由な競争は、適用される競

争および反トラスト関連法規で保護さ

れます。この法規を順守することで、

健全な市場競争が確保され、すべての

市場関係者にとっての利益になります。

具体的には、自由競争を制限すること

を意図した競争者間の談合は、禁止さ

れています。支配的市場地位の乱用も

認められません。このような乱用は、

例えば、客観的な理由なく顧客を異

なった方法で取り扱うこと（差別）、供

給の拒否、不合理な購入／売値や条件

の強要、要求した追加サービスに対す

る不当な抱き合わせ販売といった形態

を取ります。反競争的行為は、フォル

クスワーゲングループの評判を大きく

傷つけるのみならず、高額の罰金や厳

しい罰則の対象となる可能性がありま

す。 

  

会社の原則 

当社は、メリットおよび市場経済の原

理、ならび自由かつ制約のない競争の

みに基づいて事業活動を行います。当

社は、常にルールや規則に従い、倫理

原則を順守しながら、競合他社と比較

されることを希望します。 

 

当社は、競合他社、サプライヤー、お

客様と反競争的な合意をすることはあ

りません。また、会社が支配的市場地

位を保持している場合、その地位を乱

用することはありません。 

 

当社は、正規販売パートナーとの取り

引きにおいて販売システムにかかわる

反トラスト関連法規を順守します。 
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私たちにできること 

私が競合他社と接触する場合、情報提

供者側の現在のまたは将来の事業活動

を導き出すことができるような情報を、

一切開示または受領しないことを保証

します。 

 

さらに、競争において重要な問題につ

いて、競合他社と会話したり、その他

の連絡を取ったりすることを回避しま

す。この重要な問題には、価格、事業

計画、開発ステータス、納入時期など

が含まれます。 

  

事例 

あなたは、ある展示会で競合他社
の従業員と話しています。しばら

くして、あなたはフォルクスワーゲン
グループの将来の事業計画に関する情
報を探られていることに気付きます。
その見返りに、競合他社の従業員は、
自分の会社の同様の情報を漏らしてい
ます。 

 

このような場合、直ちに、あなたがそ
のような問題については話さないこと
を、競合他社の従業員に明確にさせて
ください。企業秘密の不正開示とは別
としても、このような種類の会話も一
般的な競争および反トラスト関連法規

への違反であり、あなた個人、当社グ
ループ、競合他社およびその従業員に
対して、重大な結果がもたらされる可
能性があります。会話を文書化し、直
ちに適切なコンプライアンスオフィ
サーに知らせてください。 
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調達 
 

 

背景 

フォルクスワーゲングループは、その

事業活動において、数多くのサプライ

ヤーやサービスプロバイダーと契約関

係を持っています。 

 

会社の原則 

当社は、客観的な基準に基づいて、サ

プライヤーやサービスプロバイダーを

注意深く選定します。 

 

当社は、製品やサービスを購入する場

合、適用される購買ガイドラインの定

めに従い、購買部門を関与させます。 

  

私たちにできること 

私は、客観的理由なく特定のサプライ

ヤーやサービスプロバイダーを優遇す

るような偏見や、利益相反を回避しま

す。 

 

また私は、市場および代替サプライ

ヤーを最初に確認することなく、製品

やサービスを購入することはありませ

ん。さらに、関連する購買の原則に従

うとともに、購買プロセスの初期段階

から購買部門を関与させます。 

 

 

 

事例 

あなたは、あるフォルクスワーゲ
ングループ従業員が、購買部門を

関与させることなく、サプライヤーに
発注しようとしていることに気付きま
した。 

 

このような場合、第 6 章に記載されて
いる連絡先または購買部門に直ちに通
知し、当社にとって最もコスト効率の
高い入札者が機会を得られるようにし
てください。 
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輸出規制 
 

 

背景 

輸出規制により、国境を越えた物品の

取り引きの禁止や制限、または当局か

らの承認やその他の監視措置を必要と

する場合があります。輸出規制に関す

る法規条項は、技術およびソフトウェ

アに加えて、物品にも適用されます。 

輸出規制は、本来の輸出とは別に、一

時的な越境を伴う移動、例えば、物品

や技術図面を出張に携帯する場合や、E

メールやクラウドを介して技術的な送

信を行う場合にも適用されます。 

 

さらに、制裁リストに記載されている

個人または企業を相手にした取り引き

は、納入プロセスにかかわらず、厳し

く禁止されています。 

 

会社の原則 

当社は、物品、サービス、情報の輸出

入に関するすべての規定を順守します。 

  

私たちにできること 

製品およびサービスの輸入または輸出

に関する意思決定を行う場合、私は、

その決定が輸出規制に該当するかどう

かを意識的に確認します。疑わしい場

合は、通関および国際貿易法を担当す

る部門にアドバイスを求めます。 

 

 

 

事例 

あなたは、フォルクスワーゲング
ループに発注し、当社グループが

禁輸国に指定している国に製品を供給
することを望むある潜在顧客から引き
合いを受けました。 

 

このような場合、供給予定国に適用さ
れる輸出規制（例：国連の禁輸措置）
について関連部門に確認し、問題を明
確化しなければなりません。また、問
題が完全に明らかになるまで、この国
への輸出を会社に義務付けるような契
約を締結してはいけません。 
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インサイダー取引

の禁止 
 

 

背景 

株式、その他の有価証券または金融商

品の取り引きにおける内部情報の利用

や開示は、法令（例えばヨーロッパに

おいては、「市場の乱用に対する刑事制

裁に関する指令」（Directive on Criminal 

Sanctions for Market Abuse （ Market 

Abuse Directive））により禁止されてい

ます。また、第三者にインサイダー取

引および内部情報の不正開示を勧めた

り、煽り立てたりすることも、同様に

禁止されています。関係する国の法令

には、さらなる禁止事項が規定されて

いる場合もあります。内部情報とは、

公開された場合に、関連有価証券（例：

フォルクスワーゲン株式）または金融

商品の価格に大きな影響が及ぶことが

見込まれる未公開の正確な情報を指し

ます。 

  

会社の原則 

当社は、資本市場の要件に応じて株式

の値動きに関連する情報を取り扱い、

インサイダー取引は一切許容しません。

また、当社は、インサイダーに関連す

るプロジェクトやプロセスに関連する

知識を、適用される社内ルールに基づ

いて社内でのみ使用するとともに、そ

のような知識を、家族（例：配偶者）

を含めた外部に漏洩させることはあり

ません。 
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私たちにできること 

私は、インサイダー取引にかかわった

り、第三者にそれを勧めたり、第三者

を煽り立てたりすることはありません。

さらに、私は、通常の業務の中で必要

とされる場合を除き、内部情報を漏洩

することはなく、関連する内部ルール

を順守します。 

また、私は、適用される内部ルールを

よく理解することを、約束します。 

 

内部情報を知りうる立場にある場合、

私は、その情報に基づいて有価証券や

金融商品を購入したり、売却したりす

ることはありません。このことは、フォ

ルクスワーゲングループに属する上場

企業の株式やその金融派生商品の取り

引きのみならず、一般（サプライヤー

も含む）の有価証券や金融商品にも適

用されます。 

  

事例 

あなたは、フォルクスワーゲンで
の業務を通じ、新たな事業の取得

が近く公表されることを知りました。
あなたは、あなたの親友が現在、自身
で所有するフォルクスワーゲン株の売
却を検討していることを知っています。
新領域事業の取得が公表されると、
フォルクスワーゲン株の価格が上がり
そうなため、あなたは、友人に株式の
売却を遅らせるべきだと伝えることを
検討しています。 

 

このような場合、いかなる状況でも、
友人に情報を与えてはいけません。あ
なたが知った情報は公開されておらず、
内部的な知識であるため、この知識を
他人に教えることは、いかなる状況で
も許されません。この知識を直接的ま
たは間接的に伝達することは、訴追の
対象となります。 
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職場における

私たちの責任 
 

 

 

すべての従業員の健康および安全を保護 

することは、フォルクスワーゲングループの

基本的な関心事です。 
 

 

保護およびセキュリティの原則は、従業員およびお客様のデータ、 

ならびに会社固有のノウハウや会社資産の保護にも適用されます。 

 
 

職場におけるフォルクスワーゲングループの責任を果たすために必要

な会社の原則を以下にご紹介します。 
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労働安全 

およびヘルスケア 
 

 

背景 

フォルクスワーゲングループは、従業

員の安全と健康に対する責任に全力で

取り組んでいます。当社は、国内の規

則および当社の労働衛生安全ポリシー

にのっとり、労働安全およびヘルスケ

ア関連の施策を提供しています。 

 

会社の原則 

作業環境の継続的な改善、さまざまな

予防的ヘルスケアおよび健康増進対策

を通じて、当社は衛生、生産性、従業

員満足度の維持向上に努めます。 

  

私たちにできること 

私は、労働衛生安全ルールを順守しま

す。また、私は、同僚やビジネスパー

トナーの健康や安全を決して危険にさ

らすことはありません。さらに、適切

かつ法律上の予防措置をすべて実施し、

私の職場において、安全な作業が常に

実施可能であることを保証します。ま

た、私は、予防的ヘルスケアや健康増

進対策に自主的に参加することで、自

分の健康の維持と増進に積極的に貢献

します。 

 

 

 

事例 

あなたは、自分の部門の機械に電
子的な障害が発生していること

に気付きました。 

 

このような場合、その機械の作動を停
止させるとともに、「故障中」のサイン
を見やすく表示します。さらに、電気
機器の修理を自分で行うことは許可さ
れておらず、危険も伴うため、適切な
部門に修理を依頼します。 
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データ保護 
 

 

背景 

個人情報を取り扱う場合、プライバ

シーを保護するために、特別な法的規

制が設定されています。原則として、

個人情報の収集、保管、処理、その他

の利用を行う場合、当該個人の同意、

契約の取り決め、またはそれ以外の法

的根拠が必要です。 

 

会社の原則 

当社は、従業員、退職者、お客様、サ

プライヤー、その他の関係当事者の個

人情報を保護します。 

 

また、当社は、法規定を厳守して、個

人情報の収集、蓄積、処理、使用、保

管を行います。 

  

私たちにできること 

私は、当該個人の同意、契約の取り決

め、またはそれ以外の法的根拠がある

場合に限り、個人情報を収集、保管、

処理、その他の利用を行います。 

 

このような場合、すべてのデータ処理

コンポーネントは、機密データの機密

性、完全性、可用性、検証可能性、信

頼性が保証されるとともに、内部また

は外部からの不正アクセスが防止され

るように、保護されなければなりませ

ん。 

 

疑わしい場合は、上司またはデータ保

護に関連する部門に連絡します。 

 

 

 

事例 

あなたは、フォルクスワーゲング
ループ向けに、外部の人も参加す

るセミナーを手配し、参加者の個人情
報を受け取りました。ある同僚があな
たに、アドレスを譲ってほしいと依頼
しています。 

 

このような場合、上述の連絡先のいず
れかに相談することなく、データを渡
してはいけません。原則として、デー
タは周知した目的でのみ使用すること
ができます。 
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情報、ノウハウ、知的財産の

セキュリティおよび保護 
 

 

背景 

フォルクスワーゲングループは、国際

的に保護される特許を保有するととも

に、技術的ノウハウに加えて、広範囲

に及ぶ営業秘密および企業秘密を保持

しています。この知識は、当社の事業

の成功の基盤です。このような知識を

不正に送信すると、会社にとっての甚

大な損失につながる可能性があるばか

りか、関係した従業員に労働法、民法、

刑法に基づく結果がもたらされる可能

性があります。 

 

会社の原則 

当社は、会社のノウハウの価値を認識

しており、その保護に細心の注意を

払っています。また、当社は、競合他

社、ビジネスパートナー、その他の第

三者の知的財産も尊重します。 

  

私たちにできること 

私は、フォルクスワーゲングループの

すべての情報を注意深く取り扱うとと

もに、許可されていない人に開示する

ことはありません。さらに、技術ノウ

ハウ、特許、営業秘密および企業秘密

に関する情報には、特別な注意を払い

ます。 

 

 

 

事例 

あなたは、革新的な技術の開発に
関与しています。あなたは、自分

の開発について会社のさまざまな拠点
で発表することになっており、プレゼ
ンテーションのために関連文書を保存
したノートパソコンを持参したいと
思っています。さらに、飛行機や列車
でそれぞれの拠点に向かう途中で、こ
れらの文書を見直すことを計画してい
ます。 

 

このような場合、競争力の重大な損失
につながる恐れがあるため、フォルク
スワーゲングループの機密情報につい
ての知識が、誰の手にも渡らないよう
にしてください。第三者が情報を得た
り、メモを取ったりすることが可能な
場所で、この種類の情報を読み出さな
いでください。 
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IT セキュリティ 
 

 

背景 

情報技術（IT）および電子データ処理

（EDP）は、フォルクスワーゲングルー

プの日常業務に欠くことのできないも

のになっています。これらの技術は、

同時に、さまざまなリスクを伴います。

その中でも最大のリスクは、マルウェ

ア（ウィルス）によるデータ処理障害、

プログラムエラーによるデータ喪失、

データの不正利用（例：ハッカーによ

る不正）があります。 

 

会社の原則 

当社は、IT および EDP セキュリティを

尊重し、適用される規則を順守します。 

  

私たちにできること 

私は、適用される IT セキュリティ規則

をよく理解し、そこに含まれるルール

を順守します。暗号化されていない

データ交換（例：E メール、USB メモ

リなど）は、安全な通信方法ではない

ことを認識しています。 

 

 

 

事例 

あなたは外出しており、会議で文
書を交換するために USB メモリ

を貸与されています。 

 

このような場合、フォルクスワーゲン
のデータ記憶媒体またはデータ交換シ
ステムのみを使用し、情報分類ガイド
ラインに従って作業してください。例
えば、文書が自分宛てに送られるよう
に手配してください。疑わしい E メー
ルまたは添付ファイル、あるいは、知
らないアドレスから来た E メールは、
決して開かないでください。これによ
り、マルウェアの会社ネットワークへ
の侵入を防止することができます。 
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会社資産の

取り扱い 
 

 

背景 

フォルクスワーゲングループの有形お

よび無形の資産は、当社の従業員が、

会社の事業目標を達成するのに役立つ

もので、業務目的でのみ使用可能です。 

 

会社の原則 

当社は、会社の有形および無形の資産

を尊重し、業務目的以外で使用するこ

とはありません。 

  

私たちにできること 

私は、会社のルールに従うとともに、

会社資産の取り扱いに注意を払います。 

 

 

 

事例 

あなたのサッカークラブは、週末
に遠征を計画しています。クラブ

の指導者が、フォルクスワーゲン従業
員であるあなたに、会社の保有車両を
手配できないか聞いてきました。 

 

会社の車両は一般的に、市場の条件で
従業員がレンタルできます。車両をプ
ライベートな目的のために無償で使用
することはできません、また、第三者
に使用させることもできません。 
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サポート 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要な場合には、社内外の窓口が行動規範の

取り扱いに関するサポートを提供します。 

さらに、自主的な関与および原則が適用され

ます。 

以下のアドレスから、概要を確認できます: 

 
http://www.volkswagenag.com/en/sustainability/policy.html 
 

  

http://www.volkswagenag.com/en/sustainability/policy.html
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従業員代表 
 

 

 

 

 

 

 

当社は、労働組合を組織し、従業員代表を 

設定する全従業員の基本的な権利を認めま

す。 

 

当社は、率直かつ誠実に従業員代表と協力 

するとともに、建設的かつ協力的な対話を 

行い、公正な利益のバランスを得るために 

努力することを約束します。 
 

 

従業員代表との実務的な交渉において、特権の付与や差別を許さないということ

は、当社の企業文化の一部です。フォルクスワーゲンならびにその従業員の未来

は、経済的かつ技術的競争力を確保することを基本とするとともに、これを目標

に据えた、協力的なコンフリクト管理および社会的な約束の精神によって保護さ

れます。経済的継続性と仕事は、同等であり、共通の目標です。 
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ヘルプ  / 連絡先  / 

内部通報制度 
 

 

 

 

行動規範に関する質問や疑問点についての

最初の窓口は、私たちの上司です。 

これに加えて、従業員代表や会社の 

コンプライアンスオフィサーに問い合わせ

ることも可能ですし、以下のアドレスに、

メールすることもできます。 
 

compliance@volkswagen.de 
 

 

フォルクスワーゲン グループジャパン株式会社の社員の場合：  

vgjlegal@vgj.co.jp 
 

 

 

 

さらに、既存の社内ルールに関する苦情や情報を、関連オフィスに申し入れるこ

ともできます。 

 

職場環境において、行動規範への違反やその他の府政行為が疑われる場合、フォ

ルクスワーゲングループ内部通報制度を活用し、実名または匿名でそれを報告す

ることができます。 

 

内部通報制度は、当社に関連する規則違反を報告するための社内窓口を提供しま

す。 

 

当社の内部通報制度は、通報者および当事者個人を保護することを約束していま

す。当社は、通報者への報復や圧力を許容しません。当事者個人は、違反が確定

しない限り、無実と推定されます。 

 

mailto:vgjlegal@vgj.co.jp
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内部通報制度は、以下のチャネルから

アクセスできます。 

 

E-Mail：io@volkswagen.de  

電話：+800 444 46300 

+49 5361 946300 

郵送先住所：フォルクスワーゲング

ループ内部通報制度 

ドイツ 

38436ウォルフスブルグ  

私書箱 1717 

 

さらに、経験豊富な社外弁護士が、中

立的な調停者（オンブズパーソン）と

しての役割を果たします。彼らは、レ

ポートを受け取り、その情報を処理す

るために、要求された場合には匿名で、

内部通報制度に送付する役目を担って

います。 

  

フォルクスワーゲングループ内部通報

制度およびオンブズパーソンについて

の詳細は、以下のアドレスから確認で

きます。 

 

https://www.volkswagenag.com/en/g

roup/compliance-and-risk-manageme
nt/whistleblowersystem.html 
 

https://www.volkswagenag.com/en/group/compliance-and-risk-management/whistleblowersystem.html
https://www.volkswagenag.com/en/group/compliance-and-risk-management/whistleblowersystem.html
https://www.volkswagenag.com/en/group/compliance-and-risk-management/whistleblowersystem.html
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意思決定チェック

のための自己診断 
 
 

自分自身の行動がこの行動規範に設定されている原則に適合しているかどうか不明な場

合は、次のような質問を自分に問いかけてみてください。 

 

 

1. 関連する事柄をすべて考慮し、正しく比較検討しました

か？（内容チェック） 

 

2. この意思決定は、法令および社内規程に違反していない

と自信を持って言えますか？（合法性チェック） 

 

3. この意思決定が公になった場合でも、それを支持できま

すか？（監督者チェック） 

 

4. 同じような事例について、会社全体で同様の意思決定が

下されることに賛成できますか？（普遍性チェック） 

 

5. もし会社が公の場で説明を求められることになったとし

ても、この意思決定は正しかったと考えますか？（公開

チェック） 

 

6. もし私がこの決定によって影響を受ける立場だったとし

ても、納得できますか？（関与チェック） 

 

7. 私の意思決定に対して、家族は何と言うでしょうか？ 

(セカンドオピニオン) 
 

 

問 1～6に対する答えが「はい」であり、問 7の答えが肯定的であれば、あなたの行動は

当社の原則に準拠している可能性が非常に高いです。答えられない質問がある場合、また

は何か疑わしい点がある場合は、この章に記載されている窓口に連絡してください。 
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